
第４次さんかくプラン数値目標・成果指標(案)

基本目標 数値目標/目標値※

小中学校において男女平等の内容を含んだ授業を実施したクラス
の割合/100％

小中学生の男女平等感

保育園、幼稚園、こども園において、男女平等の視点から保育・教
育や保護者への啓発に取り組んだ園の割合/100％

「男女共同参画社会」という言葉の認知度

「さんかくカレッジ」修了生の講師登用回数/10回以上 検討 メディア表現の中での男女平等感

検討 市の実施するセクハラ研修・出前講座の受講者数/毎年700人以上 職場におけるセクハラへの対応度

公的相談機関の周知度

ＤＶ・デートＤＶに対する認識度

市の実施する性に関する出前講座受講者数/毎年17,500人以上 中学生の性に関する相談の充実度

検討 乳がん検診受診率/50％ 健康診断の受診率

性別による固定的役割分担意識の解消度

男性の家事、子育て分担役割

事業者における固定的役割分担の解消度

「ジェンダー」という言葉の認知度

検討 相談できる日本人がいる外国人の割合

「さんかくウイーク」への参加者数/毎年3000人以上 「さんかくウイーク」の認知度

検討 「さんかくウイーク」へのさんかく岡山登録団体の参加率/50％ 「さんかく岡山」の事業内容の認知度

父親の育児への積極的参加率

男性の介護参加率

仕事と生活とのバランスの満足度

検討 育児・介護休暇制度の事業者における理解度

新規 市内企業の管理職に占める女性の割合/○％ 新規 市内企業における男性の育休取得率

新規
再就職支援講座受講者のうち就職に向けて活動した人の割合
/80％

市の審議会の女性委員の割合/40％ 単位町内会長の女性の割合

市職員の女性管理職の割合/○％ ＰＴＡ会長の女性の割合

重点目標

５
国際的な取組についての理解
及び協調、連携

成果指標※
主な検討事項

（数値目標・成果指標について）

・「メディア表現の中での男女平等感」について
メディアの中の性差別的表現の増減と、性差別的表現に気づく視聴者
の増減と両面があり、どちらが変化したのかわからない。プラン改定時
には検討が必要。

・「セクハラ研修・出前講座の受講者数」について
改善に向けた対応が必要。

・「乳がん検診受診率」について
勤務先で受診した人は含まれない。プラン改定時には検討が必要。

・「世界の動きや国際的な取組・・」について
重点目標にふさわしい数値目標がどうかも含め検討。

・「相談できる日本人がいる外国人の割合」について
重点目標にふさわしい指標かどうかも含め検討。

・「保育園の待機児童解消期間」について
「待機児童」の定義の見直しも行われたため、プラン改定時には検討が
必要。

・「育児・介護休暇制度の事業者における理解度」について
看護休暇も含めることを検討。

・「さんかくウイークへのさんかく岡山登録団体の参加率」について
改善に向けた対応が必要。

保育園の待機児童解消期間/12か月

市の実施する男性管理職セミナーの受講者数/毎年100人以上新規

検討

検討

市と市民等とのパートナーシッ
プによる協働

個人としての尊厳の尊重と性
別に基づいて起こる人権侵害
の禁止

１

配偶者等からの暴力防止及び
被害者支援の推進
（DV防止基本計画）

２ 市の実施するＤＶ防止啓発講座等の受講者数/毎年500人以上

３
性と生殖の健康と権利の確保
及び生涯を通じた健康支援

Ⅰ
一人ひとりの人権が
尊重され安心して暮
らせる明るいまちの

実現

固定的な性別役割分担の解消４
市の実施する固定的な役割分担を解消するための啓発講座の受
講者数/毎年6,000人以上

市の実施する世界の動きや国際的な取組についての講座・研修の
受講者数/毎年300人以上

６

仕事と生活の調和の推進７

働く場における女性の活躍推
進

８

政策・方針の決定過程への男
女共同参画の促進

９

Ⅱ
多様な意見が生かさ
れ互いの生き方を認
め合えるまちの実現

Ⅲ
性別にかかわらず、
誰もが能力を発揮し
活躍できる活力ある
まちの実現

（女性活躍推進計画）

※第３次プランでの重点目標ごとの数値目標・成果指標に加えて、新規の重点目標に対応するものを追加
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